
弊社では既にアクターＴＳＨやアクターＢＳＨを上市していますが、様々なご要求にお
応えするためにトリアジンチオールのバリエーションを拡充しました。

ハロゲン化ブチルゴムの架橋剤としてトリアジンチオール類は、反応性が高く比較
的容易に低溶出性なゴムを得ることができます。

開発品 Actor®
IPSH, IBSH, ESH
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川口化学工業株式会社

塩素化ブチルゴム(CIIR)用の架橋剤です。

マグネシア等、少量の受酸剤と共に使用すると、

極めて短時間で架橋物が得られます。

その反面スコーチし易く、使用には細心の注意

ＢＳＨのスコーチ性の問題を改善したものがＩＢＳＨです。

CIIR配合ではＢＳＨよりも取り扱いが容易で、加工安定性および

コンパウンドの貯蔵安定性に改善が見られます。
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臭素化ブチルゴム(BIIR)はCIIRよりも反応性が高く、BSHやIBSHではスコーチを起こしてしまいます。

比較的スコーチ性の穏やかな一級アミノトリアジンチオール(ASH)を使用することも考えられますが、架橋反応も遅く

なってしまいます。IPSHはBIIR用の架橋剤として開発され、架橋速度と加工安定性およびコンパウンドの貯蔵安定性

のバランスを改善しました。
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MW : 236, m.p. : 240
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外 観 外 観 外 観

融 点 融 点 融 点

比 重 比 重 比 重

CAS No. CAS No. CAS No.

 高速架橋用 ＥＳＨ 推奨

 含ハロゲンゴム(CR,CO,ECO,CPE,CIIR,BIIR)の架橋剤，ジエン系ゴムの加硫促進剤

 塩素化ブチルゴム（ＣＩＩＲ） ＩＢＳＨ 推奨

　各種トリアジンチオール（１.０～３.０部），マグネシアなど受酸剤（０.５～２.０部）
　標準架橋条件：１７０℃，３０分

 臭素化ブチルゴム（ＢＩＩＲ） ＩＰＳＨ 推奨

　各種トリアジンチオール（１.０～３.０部），マグネシアなど受酸剤（０.５～２.０部）
　標準架橋条件：１７０℃，３０分

　ＥＳＨ（１.０～３.０部），マグネシアなど受酸剤（０.５～２.０部）
　標準添加条件：６０～８０℃，２分　（溶融添加分散法）
　標準架橋条件：１７０℃，１５分

Actor ＩＰＳＨ Actor ＩＢＳＨ Actor ＥＳＨ

　乳白色粉末 　乳白色粉末 　乳白色固体

　234.0 ～ 237.0°C 　218.5～222.0°C 　109.0～120.0°C

　1.29（25°C） 　1.19（25°C） 　1.01（25°C）

　52345-70-7 　無し 　26188-95-4

特許出願済み 特許出願済み 特許出願済み
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ＥＳＨは架橋反応性を重視したトリアジンチオールです。

比較的低温でハロゲン化ブチルゴムを架橋することができ、

薄膜なゴム製品の製造に向いています。

またＥＳＨはポリマーとの相溶性が考慮され、ポリマーに対し

て今までにない最良の分散状態が得られ、軟質ながら強度の
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IPSH,IBSH,ESH 2016.8
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(phr): CIIR(100), Silica(25), TiO2(5), N990 CB(0.5), Acid acceptor*1(2), Silane-coupling Agent*2(2), Triazine(2)

Step-1 :Mixing /Coupling CIIR, Silica, ･････, Acid acceptor*1, Coupling Agent*2 :100
o
C, 10min

Step-2:Secondary Coupling Step-1 Compound :100
o
C, 10min

NXT Z Silane® (manufactured by Momentive Performance Materials Inc.)

*2: Silane-coupling Agent

*1: Acid acceptor

(manufactured by Kyowa Chemical Industry Co., Ltd.)DHT-4A® SYNTHETIC HYDROTALCITE

加工性の良い塩素化ブチルゴムの耐水性配合を検討しました。

耐水性を達成するには、架橋剤としてトリアジンチオールの他、特定の受酸剤（DHT-4A）および特定のシランカップリ

ング剤（NXT Z Silane）を用います。 以下に、標準的な混練りおよびカップリング処方を示します。
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〒１０１－００４７ 東京都千代田区内神田２－８－４（山田ビル）

℡ ０３－３２５４－８４８１ Fax ０３－３２５４－８４９７
営 業 部□

〒５５０－０００１ 大阪府大阪市西区土佐堀１－３－７（肥後橋シミズビル）

℡ ０６－６４４８－６０６１ Fax ０６－６４４８－６０２８
大 阪 営 業 所□

〒３３２－０００４ 埼玉県川口市領家４－６－４２

℡ ０４８－２２２－５１７１ Fax ０４８－２２２－５４２９
研 究 開 発 部□
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